
楽しく身体を動かして学ぶ
スポ―ツSDGs 
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〇取り組んだきっかけ

１）スポ―ツSDGsの教材開発
身体を動かしながら楽しく学べる教材として、①SDGsの
マークを打ち抜くストラックアウト、②SDGsわなげ、③ス
ポ―ツSDGsクイズ、④バランスボールでエクササイズorス
テップ台でエクササイズの４つのコーナーを配置し、スタン
プラリー形式で行えるようにしました。

２）実践活動
①VELTEX静岡キッズコーナー
静岡市をホームタウンとするプロバスケットボールチーム
VELTEX静岡のホームゲームにおいて、キッズコーナーを
担当しました。SDGsについて、一緒に学んでいる常葉高
校MIRAIB.と共同運営しました。当日は、親子で参加して
くださり、VELTEX静岡のSDGsの活動ともからめたクイ
ズを作成し、ブースターのみなさんにもなじみのあるチー
ムのクイズということもあり、楽しんで学ぶ機会を提供でき
ました。

➁大学生交流フェスタ
浜松市内の大学生で連携して行った大学生交流フェスタ
において、スポーツSDGsのイベントブースを運営しました。
イオンモールでの開催で、当日は多くのお客様が来てくだ
さり、スポーツSDGsを知っていただく機会となりました。
③キッズオープンキャンパス
浜松キャンパスHUVOCで開催しているキッズオープン
キャンパスにおいて、講座を担当しました。クイズの解説を
したテキストを配布し、身体を動かしながら楽しく学びなが
ら、夏休みの自由研究にも役立ててもらうような工夫をし
ました。当日はたくさんの子どもたちが参加してくれました。

〇活動の目的
木村ゼミでは、心身マネジメント学科の学びである「ス
ポーツ」と「SDGs」を紐づけた教材開発を行ってきました。
「スポーツSDGs」を身近なものとして学び、自分事にして
もらうために、身体を動かしながラ楽しく学べる教材開発
にゼミとして取りくむことになりました。

スポーツとSDGsを紐づけた「スポーツSDGs」の認知
力向上とスポーツSDGsを学び自分事にすることで、日
常的にだれでもできるアクションに結び付けることを目的
としました。

〇具体的な内容

スポ―ツは子どもたちにとって身近なものであり、スポ
―ツとSDGsを紐づけしたスポーツSDGsの教材を通じ
て、それぞれが自分ができるアクションにつなげていくこ
とができると思います。また、クイズを考案したり、連携先
との打ち合わせやイベント企画を行うことにより大学生に
とっても、よりスポーツSDGsを広めるため、深く学ぶ機
会となりました。

〇期待される効果
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